
○稲田議長 これより会派の議員による関連質問に入ります。

初めに、国頭議員。

〔国頭議員質問席へ〕

○国 頭議 員

議員 の代 表質問 にお い て、防 災に つい ては能 登半 島地震 を受 けて

とい うこ とで、 防災 の 備えに つい て、 それか らも う一つ 、町 名整

理と いう 、住居 表示 と も言う そう です けども 、そ れにつ いて 質問

したいと思います。

まず最初に、防災の備えについてということでございます。

正 月か らずっ と能 登 半島の 被災 状況 を見て おり まして 、ま だま

だ２ か月 たって ３か 月 目にた とう とし ている とこ ろです けど も、

あそこの地形とかですね。

そ うい った状 況を 、 地形等 、状 況も あると 思う んです けど も、

そう いっ た、ま ず水 道 管、下 水管 が非 常に打 撃を 受けて 、水 って

いう もの がいか に必 要 かとい うこ とが 分かる とい うよう なこ とで

あり ます 。上水 道だ け でなく て下 水の ほうも しっ かりと 直っ てい

かな いと 、上水 道か 直 ったと して も下 水が直 って ないと うま く通

せないというか、そういったこともあるということであります。

様 々な 避難所 運営 と いうか 、今 でも 毎日の よう に見て おり ます

けど 、そ こでち ょっ と 思った とこ ろを 、ちょ っと 細かい とこ ろに

もな るか もしれ ませ ん けど、 そし て３ 日目に なり ますの で、 代表

質問 、ち ょっと ダブ る ところ もあ りま すが、 質問 させて いた だき

たいかなと思っております。よろしくお願いいたします。

ま ず、 上下水 道の 耐 震化と いう とこ ろで、 まず お聞き した い。

耐震化率ということについてお聞きしたいと思います。



○稲田議長 朝妻水道局長。

○朝 妻水 道局長 上 下 水道の 耐震 化率 につい ての お尋ね でご ざい

ます。まず、私のほうから水道関係、お答えを申し上げます。

水 道関 係、基 幹管 路 耐震化 率に つき まして は、 令和３ 年度 末の

公表 値で ござい ます が 、２ 8.７ ％ と な っ て ご ざ い ま す 。 ま た 、 配

水池 や調 整池な どの 施 設耐震 化率 は、 これも 令和 ３年度 末の 公表

値でございますが、４ 7.９％となってございます。以上です。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 続 いて、 下水 道で ござい ます 。まず 、下 水道

管路 につ きまし ては 、 緊急輸 送道 路に 埋設さ れて いるも のや 防災

拠点 から の配水 を受 け る管路 等を 重要 な管路 と位 置づけ て耐 震化

を図 って おりま して 、 令和４ 年度 末時 点での 耐震 化率は ７ 9.３ ％

で ご ざ い ま す 。 ま た 、 処 理 場 、 ポ ンプ 場など 処理 施設の 耐震 化率

は、これも令和４年度末時点での数値で 9.１％でございます。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 ま ず、 上 水のほ うを 伺う と、マ スコ ミ等で テレ ビと

かで もニ ュース とか あ ったん です けど も、鳥 取県 、島根 県が 非常

に遅 れて いると いう こ とで、 平均 がた しか耐 震化 率２４ ％ぐ らい

だっ たん じゃな いで し ょうか 。米 子市 は２８ 、３ ０近く ある とい

うこ とで 、県内 では い いと思 うん です けども 、ま だまだ やっ ぱり

遅れ てい るとい うこ と である と思 って おりま す。 その辺 、ま たお

願いしたいと思いますが。

で は、 次、計 画は ど うなっ てる のか 、ちょ っと お聞き した いと

思います。

○稲田議長 朝妻水道局長。



○朝 妻水 道局長 上 下 水道に おけ る耐 震化の 今後 の計画 、取 組に

つい ての お尋ね でご ざ います 。上 水道 関係に つき まして は、 基幹

管路 を含 めまし て、 管 路につ いて 災害 に強い 水道 を目指 しま して、

今後 も引 き続き 年間 １ ％、１ ３キ ロメ ートル 以上 の耐震 化を 目標

に取り組むこととしているところでございます。

ま た、 配水池 、調 整 池など の施 設に つきま して は、更 新や 長寿

命化 の補 修に合 わせ て 順次耐 震化 を進 めるこ とと してお りま す。

以上です。

○稲田議長 遠藤下水道部長。

○遠 藤下 水道部 長 下 水道の 取組 につ いてで ござ います が、 重要

な管 路と 位置づ けた も のを優 先と し、 管路の 改築 工事や 補修 等に

併せて耐震化をさらに進めてまいります。

マ ンホ ール浮 上防 止 対策に つい てで ござい ます が、液 状化 の発

生度 、危 険度等 を考 慮 しつつ 、緊 急輸 送道路 に埋 設され てい るも

のに対して必要な対策を講じてまいりたいと思っております。

ま た、 処理施 設に つ きまし ては 個々 に耐震 化工 事を行 うの では

なく 、下 水道全 体の 施 設の再 構築 事業 の中に おい て一体 的に 耐震

化を図ってまいりたい、このように考えております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 上 水の ほ うです けど も、 こない だ中 海テレ ビで 放映

され てた のを見 まし た 。毎年 １２ 億円 ぐらい をか けて更 新し てお

られ ると いうこ とで あ ります ので 、１ ３キロ メー トル、 年１ ％ず

つ向 上さ せると いう こ とで、 １キ ロメ ートル １億 円ぐら いか かる

んで しょ うか、 その く らいな のか 分か らない です けども 、な かな

か上 げて いくっ てい う 、これ は老 朽化 におけ る更 新とも 一緒 にな



って くる と思い ます ん で、限 りあ る財 源だと 思い ますけ ども 、引

き続き取り組んでいただきたいなと思っております。

下 水の 耐震化 率は 、 多分主 要な とこ ろとい うこ とでお 伺い して

いる んで すけど も、 こ れが全 体の 下水 管の４ 分の １ぐら いの もの

の耐 震化 率とい うこ と で、８ ０％ です けども 、こ れはや はり そこ

は中 心と いうこ とで す けども 、そ こ以 外って いう ところ はち ょっ

とど うな ってん のか な ってい うと ころ もあり ます んで、 そこ も含

めて 、ぜ ひ検討 とい う か、耐 震化 のこ とを考 えて いただ きた いな

と思 って おりま す。 計 画があ ると いう ことで 、再 構築事 業と いう、

処理 場、 ポンプ 場に お いては そう いう ことで あり ますが 、や はり

計画 を早 めてい ただ き たい。 昨日 も言 葉が出 てお りまし たけ ど、

やは り前 倒しで って い うか、 そう いっ た計画 も考 えなが ら、 ぜひ

取り 組ん でいた だき た いなと 思っ てお ります 。よ ろしく お願 いい

たします。

次 に、 地震、 津波 、 豪雨等 で、 米子 市はマ ニュ アル等 の対 策を

取っておられるのかお聞きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 マ ニュア ル等 の対 策につ いて という こと でご

ざい ます 。各災 害に 関 係する 対策 につ きまし ては 、米子 市地 域防

災計画に定めております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 私 もち ょ っと細 かく は確 認して おり ません けど も、

大体 のこ とは書 いて あ ると思 いま すけ ど、や っぱ りもう 詳細 の事

細か く具 体的な こと に なって くる と、 ここの 中に は入っ てき てな

いと ころ もある とは 思 います ので 、具 体的な とこ ろをち ょっ と質



問していったらなと思っております。

こ の地 震、津 波、 豪 雨等、 原子 力も そうで す。 原子力 を抜 いて

ちょ っと 質問し ます け ども、 どこ から 情報収 集さ れてる のか お聞

きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 情 報の収 集元 とい うこと でご ざいま す。 主に

気象 庁並 びに鳥 取地 方 気象台 から の情 報を収 集を してお ると ころ

でご ざい ます。 ほか に も、鳥 取県 から の情報 やテ レビな どメ ディ

アか らの 情報も 収集 し 、必要 に応 じて 、本市 が委 嘱して おり ます

気象 防災 アドバ イザ ー からも 気象 情報 に関す る情 報を入 手し てい

るところでございます。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 気 象庁 と か鳥取 気象 台か らとい うこ とです けど も、

これ は契 約しと られ る という か、 専門 的に、 なの かあれ です けど

も、 私な んかは やっ ぱ り中心 とな ると ころが テレ ビやメ ディ アか

らの 情報 だと、 ちょ っ と遅い んじ ゃな いかな と思 います 。消 防団

だと か、 現地の 人た ち がいる わけ です から、 それ から米 子市 は自

主防 災組 織です ね、 自 治会で も取 って おられ るの で、つ くっ てお

られ ると 思いま すの で 、そう いっ たと ころの 人た ちとも 結局 情報

収集 され てもい いん じ ゃない かな と思 ってお りま すんで 、情 報の

共有 とか 、こち らか ら と向こ うか ら、 情報を いた だく方 って いう

のも いろ いろと 決め て 考えて おけ ばい いのか なと 思って おり ます。

続 いて 、シミ ュレ ー ション 訓練 はど の程度 行っ ておら れる のか

お聞きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。



○松 本防 災安全 監 シ ミュレ ーシ ョン 訓練等 につ いてで ござ いま

す。 本市 では、 地域 と 連携し て災 害の 発生を 想定 した防 災訓 練を

通常 年１ 回実施 して お ります 。関 係機 関等と の合 同訓練 とし まし

ては 、今 年度は 情報 伝 達訓練 、要 配慮 者を想 定し た福祉 避難 所開

設訓 練、 避難行 動要 支 援者避 難訓 練な ども実 施い たしま した 。ま

た、 消防 団にお きま し ても、 例年 、水 防訓練 や消 防局と の合 同訓

練、 操法 訓練、 機関 員 実施訓 練に 取り 組んで おる ところ でご ざい

ます 。地 域にお きま し ても、 自主 防災 組織や 自治 会が中 心と なっ

て独 自の 防災訓 練や 避 難所運 営ゲ ーム などの 図上 訓練に 取り 組ん

でお られ まして 、こ ち らに対 しま して も、要 望に より、 指導 等の

対応を行っているところでございます。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 防 災っ て いうか 、災 害に 備える には 、やは りシ ミュ

レー ショ ン、訓 練、 訓 練、訓 練じ ゃな いかな と思 ってお りま す。

住民 の方 の訓練 もそ う ですけ ども 、中 心とな るの はやは り行 政の

方の 、職 員の方 の動 き じゃな いか なと 思って おり ますの で、 これ

もま たち ょっと 中海 テ レビを 見さ せて いただ いて 、要配 慮者 を想

定し た福 祉避難 所の 開 設訓練 など も行 ったと いう ことで あり ます

けど も、 県と合 同し て 初めて 行っ たと いう、 先日 ですね 、報 道さ

れて まし たけど も、 １ 回だけ では 足り ないと 思っ ており ます ので、

定期 的な 訓練っ てい う 、シミ ュレ ーシ ョンっ てい うもの をぜ ひや

っていただきたいなと思っております。

次 に、 防災備 蓄品 の 種類と 数量 につ いての 考え 方につ いて 、ち

ょっ と昨 日もあ った か もしれ ませ んけ ど、お 聞き したい と思 いま

す。



○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 備 蓄品に つい てで ござい ます 。基本 的に は、

鳥取 県と 県内市 町村 で 行って おり ます 連携備 蓄で 定めら れた 品目、

数量に基づき備蓄を行っているところでございます。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 県 と連 携 してお られ ると いうこ とで すけど も、 昨日、

市長 答弁 でもあ った よ うに市 独自 で備 えてい るも のもあ ると 思う

んで すね 。やっ ぱり 独 自性っ てい うの も、人 口が 小さい とこ ろは

まだ しも 、人口 があ る 程度大 きな とこ ろです ので 、やは り避 難所

のと ころ も見て ます と 、様々 な新 しい 機材も あっ たりす るも ので

あり ます 。県も ちゃ ん と見て ると 思い ますけ ども 、そう いっ た独

自の 視点 という か、 そ ういう こと も考 えてい ただ きたい なと 思い

ました。

次 に、 災害時 に衛 星 電話等 の代 替通 信手段 の確 保をさ れて るの

かお伺いしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 通 信手段 等に つい てでご ざい ます。 災害 発生

時に 県内 の防災 関係 機 関等が 衛星 携帯 電話で 迅速 かつ的 確に 情報

伝達 が行 えるよ う、 鳥 取県は 、関 係機 関に合 計１ ７９台 の衛 星系

電話 を配 備して おり ま す。本 市に は、 水道局 を含 めまし て、 ８台

配備されております。

ま た、 鳥取県 と県 内 市町村 は、 県と 県内市 町村 で整備 を行 った

防災 行政 無線一 斉指 令 システ ムに より 接続さ れて おりま して 、災

害発 生時 にでも 相互 通 信が可 能な 仕組 みが整 って おると ころ でご

ざいます。



○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 こ れは 県 からと いう こと で６台 、水 道局合 わせ ると

８台 とい うこと であ り ますけ ども 、水 道局２ 台来 てるっ てい うこ

とで すね 。２台 、何 か 少ない よう に思 います けど も、こ れで 足り

るの かと いうと ころ も 考えな がら 、ぜ ひ、や はり 多くあ った ほう

がい いと いうこ とは 確 かであ りま すの で、数 を考 えてい ただ きた

いと思います。

次 に、 災害協 定を 結 んでい る自 治体 とはど のよ うな協 定を 結ん

でいるのかお聞きいたします。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 災 害協定 等を 結ん でいる 自治 体につ いて でご

ざい ます 。現在 、徳 島 県阿南 市、 大阪 府河内 長野 市、岡 山県 総社

市の ３自 治体と それ ぞ れ災害 相互 応援 協定を 締結 してお りま す。

この 協定 に基づ きま し て、大 規模 災害 により 被災 したと きに は、

協定 先に 対しま して 被 災者の 支援 に必 要な物 資や 機材の 提供 であ

りま すと か、食 料、 飲 料水、 その 他生 活必需 品な どの物 資の 提供、

被災 者を 一時収 容す る ために 必要 な施 設の提 供、 応急に 必要 な職

員の派遣などの応援要請ができることとなっております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 今後 、他 の自治 体と の災害 協定 を結

んでいく予定はあるのかお聞きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 他 の自治 体と の協 定締結 の予 定とい うこ とで

ござ いま すが、 現在 、 他自治 体と 協定 を締結 する 予定は ござ いま

せん けれ ども、 必要 が あると 判断 され た場合 には 適宜対 応し てい



きたいと考えております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 先 日、 岡 山の総 社と 結ば れたと 思う んです けど も、

やは り総 社はち ょっ と 多いん じゃ ない かなと 思う 、３０ 自治 体目

ぐら いだ ったと 思い ま す。次 に境 港と も結ば れま したけ ども 、や

はり 相互 支援で きる 体 制って いう のは つくっ てい かない とい けな

いと 思っ ており ます 。 当然ほ かの 自治 体から も、 結んで いな い自

治体 から の支援 とい う のもあ ると 思う んです けど も、や はり 自前

でつ くっ ていく とい う ことも 必要 じゃ ないか なと 思って おり ます

ので、よろしくお願いしたいと思います。

次 に、 市内、 県内 、 県外の ボラ ンテ ィアの 受入 れの想 定は どう

されているのかお聞きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 ボ ランテ ィア の受 入れの 想定 という こと でご

ざい ます 。災害 時の ボ ランテ ィア の対 応は、 米子 市社会 福祉 協議

会が 設置 します 災害 ボ ランテ ィア セン ターが 窓口 となり まし て対

応することを想定しております。

災 害ボ ランテ ィア セ ンター の開 設、 運営に 関し まして は、 本市

と米 子市 社会福 祉協 議 会で災 害ボ ラン ティア セン ターの 設置 及び

運営 に対 する協 力に 関 する協 定を 締結 してお り、 これに 基づ きま

して 、災 害ボラ ンテ ィ アの円 滑な 受入 態勢の 確立 を図る こと とし

ております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 民間 の受 入れは 市の 社福さ んに お願

いす ると いうこ とで す 。これ も連 携を しっか りと お願い した いと



思います。

ま た、 ほかの 自治 体 の支援 の受 入れ はどこ で要 請し、 どの 課が

担当するのかお聞きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 他 自治体 職員 の支 援の受 入れ につい てで ござ

いま す。 災害時 に本 市 が設置 いた しま す災害 対策 本部に 設置 する

災害 対応 の全体 調整 を 行う本 部総 務班 と支援 受入 れに関 する 調整

を行います受援班が連携して担当をすることとしております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 非 常に ち ょっと 細か い質 問であ りま したが 、ち ゃん

と決まっておられるということでありました。

ま た、 次に、 水と か 食料と か衣 類で すね、 電化 製品等 の支 援物

資が 足ら ないと いう こ とでよ く今 見て おるん です けども 、こ うい

った 支援 物資が 足ら な い場合 はど うさ れるの かお 聞きし たい と思

います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 支 援物資 の不 足に ついて でご ざいま す。 発災

直後 の当 面の生 活に お いて必 要と 想定 される 物資 につき まし ては、

県内 で取 り組み ます 連 携備蓄 から 供給 が行わ れま すほか 、被 災地

から の要 請を待 たず に 、国か ら物 資が 送り込 まれ ますい わゆ るプ

ッシュ型支援により供給をされることとなっております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 国や 県か らの支 援、 他自治 体の もあ

るん です けども 、な か なか思 うも のが 届かな いっ ていう こと に陥

って るっ ていう か、 と いうこ とも 発生 されま す。 特に長 期に なっ



てくるとそうであります。

こ の熊 本等の を見 て ると、 企業 、団 体の物 資っ ていう のも やっ

ぱり 当然 受け入 れて お られる んで すね 。それ は市 とかが 受け 入れ

て、 最近 何か個 人は 、 アマゾ ンリ スト に書い てあ ります 、要 請し

てあ るの で、そ ちら で お願い しま すみ たいな こと 書いて ある んで、

そう いっ た時代 にな っ てきて るの かな と思っ てお ります 。そ うい

った 限界 のとき 、や は り民間 から の支 援って いう ものも 必ず 必要

にな って くると 思い ま すんで 、対 応を お願い した いなと 思っ てお

ります。

続 いて 、支援 物資 っ ていう もの はど こに搬 入さ れる予 定か お聞

きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 支 援物資 の搬 入先 につい てで ござい ます 。支

援物 資の 分量に もよ り ますけ れど も、 その後 の配 布等を 考慮 しな

がら 、体 育館等 の広 い スペー スを 確保 しなけ れば ならな いこ とが

想定 され ており ます 。 場所に つい ては 、災害 の規 模や種 類な どを

勘案しまして、適宜判断することになろうかと思います。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 ち ょっ と 時間が ない ので 、支援 物資 の配布 場所 の想

定っていうのは省かせていただきたいと思います。

次 に、 避難所 運営 は 誰がす るの か、 一避難 所当 たりの 市の 職員

は何名つかれるのかお聞きしたいと思います。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 避 難所の 運営 要員 につい てで ござい ます 。施

設の 規模 により 、２ 名 ないし ４名 程度 の市職 員で 避難所 開設 を行



いま すが 、段階 的に 避 難者の 皆様 によ る自主 運営 に移行 して いく

こと とな ると考 えて お ります 。移 行後 も職員 等が 巡回を 行う など

により、避難所の状況把握に努めることを想定しております。

○稲 田議 長 こ こで 、 間もな く正 午に なりま すの で休憩 を挟 みた

いと思います。

暫時休憩いたします。

午後０時００分 休憩

午後１時００分 再開

○稲 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

国頭議員。

○国 頭議 員 午 前中 の 最後の 質問 で、 避難所 運営 は誰が する のか

とい うこ とで、 ２名 、 ４名程 度の 職員 でとい うこ とであ りま すけ

ども 、私 も前に も言 い ました けど 、十 数年前 の米 子市の あの 豪雨

のと きに 、箕蚊 屋中 学 校の体 育館 でし たでし ょう か、伺 った とき

に、 今お られる 長谷 川 次長が 当時 まだ お若い とき で、お 会い して、

作業 され ている のを 拝 見しと った んで すけど も、 次長み たい にう

まく 動い ておら れる 職 員さん もお れば 、なか なか 急遽招 集さ れて、

その とき どたば たし と られる 職員 さん もおら れま した。 なの で、

やは りそ ういっ た職 員 さんの 集ま った ときの 初動 という か、 うま

くで きる ように 、中 心 になる よう に訓 練が必 要じ ゃない かな と思

ってますので、よろしくお願いしたいと思います。

次 に、 次の避 難所 運 営マニ ュア ルに ついて はち ょっと 飛ば させ

ていただきます。

次 に、 長期の 避難 に なった 場合 、災 害関連 死っ ていう もの が発



生し てい きます 。そ れ を防ぐ ため に、 二次避 難所 の想定 はし てい

るのかお聞きしたいと思います、 1.５次も含めて。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 二 次避難 所の 想定 等につ いて でござ いま す。

避難 所で の生活 が困 難 で、特 に配 慮を 要する 方が 発生し た場 合は、

二次避難として福祉避難所を開設すること想定しております。

な お、 災害関 連死 は 、水分 や栄 養の 不足、 運動 不足、 これ らに

伴い ます エコノ ミー ク ラス症 候群 等が 原因に 上げ られて おり 、避

難生 活の 環境改 善が 必 要でご ざい ます 。その ため 、鳥取 県で は、

災害 時用 連携備 蓄品 の 内容の 見直 しが 随時行 われ ており まし て、

国に おい ても被 災者 の 命に関 わる 生活 必需品 等の プッシ ュ型 支援

を実 施し ており ます 。 こうし た物 資の 充実の ほか 、避難 生活 にお

ける 体操 等運動 の促 進 、各自 必要 な物 品を含 む非 常用持 ち出 し袋

の準 備の 啓発な どに よ り、災 害関 連死 の予防 を図 る必要 があ ると

考えております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 ま だ福 祉 避難所 にだ け、 配慮、 体調 が悪く なっ た方

だけ 福祉 避難所 に想 定 されて いる とい うとこ ろで すけど 、元 気な

人も 長期 にわた ると 、 １か月 、２ か月 になっ てく るとや っぱ り悪

くな って くる方 が多 く なって くる と思 うので 、能 登でも 行わ れて

いる みた いな 1.５ 次 、 二 次 と い う よ う な ホ テ ル だ と か、 そう いっ

たと ころ も必要 にな っ てくる んじ ゃな いかな と思 ってま すの で、

そう いっ たとき には 急 遽契約 とか 結ば れるか もし れませ んけ ども、

そういった想定も必要じゃないかなと思っております。

次 に、 最後に なり ま すけど も、 災害 ごみの 搬入 場所は 何か 所程



度、 どれ くらい の広 さ を想定 され てい るのか お聞 きした いと ……。

○稲田議長 松本防災安全監。

○松 本防 災安全 監 災 害ごみ の搬 入場 所等に つい てでご ざい ます。

大規 模災 害に伴 いま し て発生 しま す大 量の災 害廃 棄物を 適正 かつ

円滑 、迅 速に処 理す る ため、 平時 の備 えや災 害応 急対応 、復 旧復

興対 策等 、対応 に必 要 な事項 を取 りま とめま した 米子市 災害 廃棄

物処 理計 画の中 に、 仮 置場の 設置 につ いても 定め ており ます 。被

災し た建 物や津 波堆 積 物等の 災害 廃棄 物を搬 入し 、粗選 別や 処理、

処分 まで の間の 保管 等 を行う 一時 仮置 場で必 要と なる面 積は 、想

定し ます 最大規 模の 地 震災害 にお きま して２ 1.６ ３ ヘ ク タ ー ル 、

日 野 川 水 系 の 水 害 に お きまし ては 4.６ ６ ヘ ク タ ー ル で あ る と 推 計

し て お り ま す。 仮置 場 を設置 する 場所 や箇所 数に つきま して は、

災害 発生 時にお いて 災 害の状 況や 確保 可能な 面積 等に応 じま して、

臨機応変に対応していくものと考えております。

○稲田議長 国頭議員。

○国頭議員 災害ごみの場所についてはよく分かりました。

市 には 防災安 全課 っ ていう 課が ある んです けど も、何 かあ った

場合 、こ この職 員さ ん だけで 対応 でき るって いう のは到 底で きな

いと 思い ます。 全職 員 さんを 挙げ てと いう想 定を 日々し てい ただ

かな いと いけな いと 思 ってい ます 。職 員さん には 、大変 だと 思い

ます けど も、そ うい っ た訓練 等も して いただ いて 、備え てい ただ

くように重ねてお願いしたいと思います。

以 上で 防災に つい て 、能登 半島 地震 を受け ては 終わり まし て、

次の町名整理について少し伺います。

代 表質 問にあ りま し たよう に、 住居 表示っ てい うもの は、 実施



する基準についてはどうなってるのかお聞きしたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 住 居 表示の 実施 基準 につい てで ござい ます けれ

ども 、住 居表示 を実 施 すべき 地域 は、 総務省 が実 施いた しま す国

勢調 査に おいて 設定 さ れてお りま す人 口密度 が１ 平方キ ロメ ート

ル当 たり 4,０ ０ ０ 人 以 上 で 、 互 い に 隣 接 し て 、 そ の人口 が 5,０ ０

０ 人 以 上 で あ る 人 口 集 中 地 区 と い う基 準を踏 まえ まして 、実 施す

べき 市街 地に該 当す る かどう かを 判断 してい ると ころで ござ いま

す。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 さっ きの 代表質 問で 、今後 の計 画に

つい ては 予定さ れて な いって いう こと であり まし たが、 私の いる

両三 柳と か、弓 浜、 河 崎、最 近は 河崎 地区と か、 そうい った 住居

表示 が変 更され てな い ところ につ いて も住居 が増 えてき てる 。ま

た、 その 人口は どう な のか分 かり ませ んけど も、 逆に中 心市 街地

が住 居表 示され た、 変 更され た中 心市 街地が 減っ てると いう 状況

にな って ます。 だか ら 、昭和 ６０ 年度 、今か ら４ ０年前 に立 てて

終わ って るその 計画 も 、かつ ての 計画 ですん で、 市街化 区域 と市

街化 調整 区域の その 辺 りを分 けて 考え られた かも しれま せん けど、

その 辺は 、もう 一度 調 査して 、私 は検 討して いく ってい うか 、審

議会 等を 開かれ たみ た いです けど も、 やはり それ によっ て、 住居

表示 によ って、 また 新 しいま ちが 活気 づくと か、 いろん な波 及効

果も 生ま れてく ると 思 います ので 、私 は調査 って いうも のは 必要

と思 いま すけど も、 そ の辺、 調査 です ね、行 って おられ るの か、

行っ てい ないと いう こ とであ れば 、調 査の上 、計 画をつ くる 必要



があると思いますけども、お聞きしたいと思います。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 調 査 という こと でご ざいま すけ れども 、現 時点

では 調査 は実施 して は おりま せん 。し かし、 国勢 調査に 基づ く人

口集 中地 域の動 向を 参 考とさ せて いた だいて おる ところ でご ざい

ます。

そ れと 、計画 につ い てでご ざい ます けれど も、 現時点 でも やは

り計 画策 定の予 定は ご ざいま せん が、 先ほど 申し ました よう に人

口集 中地 区の拡 大の 動 向、こ うい った ものを 注視 してい きた いと

いうふうに考えております。

○稲田議長 国頭議員。

○国 頭議 員 分 かり ま した。 人口 動態 をちょ っと 注視、 調査 して

いただいて、確認していただきたいと思います。

以上で終わります。


